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ライプニッツは、晩年の 0 年間（706 ～ 76）にイエズス会のバルトロマイウス・デ・ボス
神父 Bartholomew des Bosses と交わした膨大な書簡集に於いて、諸実体乃至モナドの集合体であ
る物体に実体性を付与し複合実体と成すものとして〈実体的紐帯〉vinculum substantiale なる概念
を提示した（72 年 2 月 5 日付書簡 ;	GII, p.435）が、これに納得しないデ・ボス神父に対して、
75 年 4 月 29 日付の書簡に於いて、ライプニッツは「エコー」Echo という言葉を用いて説明を
試みる（ibid., p.495）。以後この言葉は〈実体的紐帯〉を語る際に幾度か用いられることになる
のだが、果たしてこの言葉は研究者たちが述べるように使用意図の良く分からない比喩に過ぎ









	 例えば、佐々木能章氏はライプニッツがデ・ボス神父に宛てた書簡の中から 20 通を抜粋して翻訳したが（〈ライ
プニッツ著作集〉第 9 巻「後期哲学」に所収）、その際、「エコー」という言葉に〈註 40〉を当てて、次のように
述べている。「実体的紐帯がエコーとして表現される最初の場面である。ライプニッツの意図がどのようなもの
であったかは必ずしも明確ではなく、むしろそのため解釈のイメージとして様々に扱われている。」（同書、82 頁）





















こうした疑問に答えるためには、まず 75 年 8 月 9 日付の書簡に注目する必要があるだろう。















2	 Cf. ibid., p.285
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ルノー Antoine Arnauld 宛書簡（686 年 7 月 4 日付）では、或る個体を規定する determiner もの
は、その個体の全ての述語を含んでいなければならず、従って或る個体（例えばアダム）の一切






















彼はその著作 Leibniz; Determinist, Theist, Idealist（994）の中で、’Form and Matter in Leibniz’s 
Middle Years’ という章を設けているが、そこで 6 世紀後半スペインのイエズス会士にしてスコ





























冒頭にも述べたように、ライプニッツは 76 年 5 月 29 日付書簡に於いて、デ・ボス神父に宛






生ける鏡 miroir vivant なのである。（§56; GVI, p.66）
また続く第 77 節には、「魂（滅びることの無い宇宙の鏡）」（ibid., p.620）6 という言葉もある。
ところで、同じ『モナドロジー』の第 62 節で、魂は特別に自分に属している身体を表出する
ことで宇宙全体を表出する、と述べられており（ibid., p.67）、さらに第 70 節では、どの生物の
身体もエンテレケイア（動物では「魂」）を持つと云われている（ibid., p.69）。こうした主張は、
ライプニッツの考えに於いては目新しいものでは決して無い。魂は自己の身体を表出することで
























別に基づくものが予想される。実際彼は、706 年 3 月  日付のデ・ボス神父宛書簡に於いて次
のように主張している。曰く、身体を有さない存在はつまり受動性を一切有さない存在であり、
















さらに、この書簡とほぼ同時期に〈学芸著作史〉（Histoire des ouvrages des Savants）に発表した『形
成的自然と生命の原理についての考察』9（705 年）では、結末直前に次のように主張する。
7	 註  を参照
8	 Cf. GII, p.325









































































動力」vis passiva primitiva と規定したり（例えば De ipsa natura(698)§2; GIV, p.52）、また別のところで、そこ





























『モナドロジー』第 63 節で、モナドに属している身体が有機的 organique なものであることを
主張しつつ、ライプニッツは次のように書き記している。














































































26	 Cf.『モナドロジー』§§29-30; GVI, pp.6-62
27	 Robinet, p.7
28	 ここで扱った記憶と習慣の関係については、Naert、殊に pp.46-47 を大いに参照したことをここに記しておく。
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Composed Substance and ‘Echo’
Composed Substance and ‘Echo’
―The consideration on the vinculum substantiale―
Hirohito yamaGuchI
 Leibniz used the word ‘Echo’ in the letter to R.P. des Bosses at 29.4.1715. This 
word is a simple metaphor? He regarded vinculum substantiale to fons modificationum, and 
it can take modes common to monad by vinculum.
 But do we need vinculum actually, after all? Where is individuality of composed 
substances? Can vinculum be the ‘principle of action’?
 We need vinculum actually. For (1)if a monad wouldn’t have the proper body, it 
wouldn’t have perfection, therefore it wouldn’t be created by God. (2)If vinculum wouldn’t 
be there, then the order of impressions and memories wouldn’t be there, consequently 
senses, and the identity wouldn’t be there too. It may be inferred from these reasons that: 
We have memories when something to unify ‘conatus’ and monads is there. Moreover 
it brings about senses, the order of impressions and the identity by memories. It may be 
inferred also that something to unify ‘conatus’ and monads is vinculum substantiale, and so 
vinculum is considered to be the ‘principle of action’, So we should take ‘echo’ as sense or 
memory.
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